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基
線
北
幻
号
(
日
の
出
一
旭
区
日
一
照
会
一
健
一
顧
)

骨粉

高
齢
化
社
会
の
進
展
巳
よ
り
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
つ

く
り
だ
す
た
め
巴
、
生
涯
巴
わ
だ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
巴
親
し
む
人
々

が
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
令
を
問
わ
ず

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
全
道
は
も
と
よ
り
、
全
国

的
巴
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

全
道
の
各
市
町
村
巴
あ
い
て
も
、
住
民
の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
だ
め
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
積
極
的
巳
推

進
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

待
望
の
パ

t
つ
コ
凡
フ
場

平
成
同
年
献
仮
方

l
ア
シ
に
向
け

造
成
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

第
4
次
総
合
計
画

l
豊
か
な
心
の
人
の
ま
ち

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

町
で
は
、

「
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
み
、
健
康
づ
く
り

や
交
流
を
図
り
な
が
ら
自
由
時
間
を
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
や
利
用
方

法
の
改
善
を
進
め
る
」
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
か
か
げ
、
町
民
の

健
康
培
進
、
交
流
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
目
的
に
、
専
用
パ

l
ク
ゴ

ル
フ
場
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

町
民
か
ら
の
強
い
要
望

本
町
の
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
員
は
も
と
よ
り
、
住
民
会
、
町
内

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
各
種
団
体
、
職
場
そ
し
て

家
族
等
、
多
く
の
町
民
が
楽
し
ん
で
お
り
、
そ

の
人
数
は
約
l，5
0
0
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

島
津
公
園
、
東
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
、
草
分
防
災
セ
ン
タ
ー
の

5
箇
所
の
施
設

内
に
、
簡
易
的
な
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
、

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
大
き

な
大
会
が
開
催
で
き
、
ま
た
専
用
の
パ
l
ク
ゴ

ル
フ
場
は
、
現
在
当
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
多
く
の
町
民
が
利
用
し
て
い
る
島
津
公

園
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
、
狭
院
で
あ
り
、
シ
ー
ソ
ー
や
滑

り
台
で
遊
ぶ
幼
児
の
遊
び
場
と
も
共
有
し
て
い

る
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
す
る
人
は
、
遊
ん

で
い
る
幼
児
を
気
に
し
な
が
ら
プ
レ
ー
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
を
連
れ
て
遊
び
に

来
た
お
母
さ
ん
方
か
ら
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

ボ
l
ル
が
飛
ん
で
き
て
大
変
危
険
な
状
態
で
あ

る
た
め
、
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
安
全
で
広
々
と
し
た
パ

l
ク

ゴ
ル
フ
場
を
求
め
て
、
遠
く
の
市
町
村
ま
で
出

向
い
て
プ
レ
ー
す
る
町
民
も
多
く
、
一

日
も
早

ーノ

く
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
と
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

専
用
の
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
議
会
は
も
と
よ
り
体
育
協
会
、
女
性
連
絡

協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
青
少
年
健
全

育
成
を
進
め
る
会
等
の
団
体
や
多
く
の
町
民
か

ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
は
、

こ
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
日
年
度
に

教
育
委
員
会
で
町
内
印
箇
所
を
候
補
地
と
し
て

選
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
、
体
育
協
会
、

町
の
政
策
調
整
会
議
等
で
種
々
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
4
箇
所
を
最
終
候
補
地

に
選
定
し
て
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
候
補
地
を
対
象
に
し
て
、

議
会
の
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、
議
員
協
議
会
、

各
関
係
団
体
等
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
最
終

的
に
利
用
者
に
と
っ
て

一
番
利
便
性
の
高
い
日

の
出
地
区
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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回

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
は
、
大
き
な
財
政

投
資
を
必
要
と
す
る
と
と
か
ら
、
「
町
財
政
の
厳

し
い
乙
の
時
期
に
本
当
に
必
要
な
の
か
、
ほ
か

に
建
設
を
急
ぐ
施
設
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
単
に
遊
戯
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、
町

民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
施
設
と
し
て
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
財
政
計
画
、
事
業
規
模
、

ホ
l
ル
数
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
綿

密
に
計
画
し
、
議
会
と
も
十
分
協
議
を
重
ね
、

専
用
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

建
設
計
画
の
概
要

平
成
ロ
年
度
に
用
地
の
取
得
と
測
量
調
査
・

実
施
設
計
を
実
施
し
、
平
成
同
年
度
に
は
、
造

成
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

平
成
凶
年
度
は
、
造
成
工
事
の
一
部
と
駐
車

場
、
管
理
棟
と
大
型
東
屋

・
物
置
の
建
設
と
備

品
等
を
整
備
し
、
秋
に
は
仮
オ
ー
プ
ン
し
、
平



パークゴルフ場についての
お問い合わせは社会教育課宮@5511

成
同
年
5
月
に
正
式
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

設
置
場
所
は
、
日
の
出
公
園
西
側
斜
面
の
、

基
線
北
幻
号
(
日
の
出
地
区
日
東
会
館
の
横

)
の
水
田
地
帯
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
と
十
勝

岳
を
眺
め
な
が
ら
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

敷
地
面
積
は
、

4
4
J
g
8
7
2
m
で
す
。
総

事
業
費
は
、
約
3
億
8
百
万
円
で
す
。

財
源
は
、
町
の
借
入
金
が
約
2
億
3
千
万

円
、
防
衛
庁
補
助
の
調
整
交
付
金
が
4
千
8

百
万
円
、
一
般
財
源
が
約
3
千
万
円
で
す
。

町
の
借
入
金
で
あ
る
起
債
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
普
通
交
付
税
と
し
て
約
日
%
が
補
填

さ
れ
る
た
め
、
実
質
町
が
負
担
す
る
額
は
、

約
1
億
3
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
周
囲
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
植
栽

し
た
初
級
の
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
コ

I
ス
」
、
町
木

で
あ
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
植
え
た
中
級
の
「

ア
カ
エ
ゾ
コ

l
ス
」
、
十
勝
岳
連
峰
に
近
い
敷

地
の
東
側
で
中
級
の
「
十
勝
岳
コ

1
ス
」
の
3

コ
l
ス
で
す
。
各
コ

l
ス
に
は
、

ω
mの
ロ

ン
グ
コ

I
ス
も
あ
り
、
全
長
は
約
l，5
0
0

m
(各
m
m
)
、
ホ
ー
ル
数
は
幻
ホ
l
ル
で
、

国
際
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
公
認
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

付
帯
施
設
と
し
て
、
管
理
棟
(
ト
イ
レ
付

的

2m)
、
大
型
東
屋
(
休
憩
棟
印
2m)
、
物
置

(
物
品
庫
臼
2m)
、
駐
車
場
(
叩
台
)
、
駐
輪

場
を
整
備
し
ま
す
。

使
用
料
は
、
年
間
の
維
持
管
理
費
に
約
1

千
円
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
費
用

の
一
部
を
補
う
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
有
料
と
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
町
民
の
利
用
に

つ
い
て
は
優
遇
措
置
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

上富良野町
パークゴルフ場計画図

コース表

|ア力エゾコース 11十勝岳コース 11ラベンダーコース|

コース 距離m パー コース 距離m コース 距離m パー
60.0 3 70.0 4 50.0 4 

2 30.0 3 2 30.0 3 2 35.0 3 

3 90.0 5 3 95.0 5 3 45.0 4 

4 35.0 3 4 32.0 3 4 85.0 5 
ヘ5 45.0 3 5 55.0 4 5 45.0 3 

6 70.0 4 6 40.0 3 6 55.0 3 

マ 40.0 4 7 65.0 4 7 40.0 3 

8 60.0 4 8 45.0 3 8 65.0 4 

9 65.0 4 9 65.0 4 9 60.0 4 

計 495.0 33 計 497.0 33 J計 480.0 33 

基

線
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住
民
に
親
し
ま
れ
る
町
政
の
実
現
を
目
指
し
て
⑥

「
行
政
改
革
実
施
計
画
の
成
果
」

ル』

「
新
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

取
組
み
の
成
果
は
、

2
億
5
，9
0
0
万
円

町
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
に
対
応

し
た
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の
実
現

を
目
指
し
、

平
成
叩
年
2
月
に
9
分

野
印
項
目
の
改
善
項
目
を
明
記
し
た

「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

平
成

m
・
1
・
U
年
度
の
3
ヶ
年

を
実
施
期
間
と
定
め
、
そ
の
実
現
に

向
け
取
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。こ

れ
ま
で
の
3
年
間
の
取
組
み
の

中
で
は
、
「
行
政
執
行
体
制
に
お
け
る

ス
タ
ッ
フ
制
の
導
入
」
「
政
策
調
整
会

議
の
設
置
」
「
情
報
公
開
条
例
・
個
人

情
報
保
護
条
例
の
制
定
」
な
ど
、
透

明
で
効
率
的
・
民
主
的
な
行
政
運
営

を
進
め
る
べ

l
ス
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
ゃ

補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
な
ど
、
行

政
経
費
の
縮
減
に
努
め
、
そ
の
効
果

額
は
約
2
億
5
9
0
0
万
円
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
状
況
や

成
果
等
に
つ
い
て
は
、
表
1
の
と
お

り
で
す
。

新
行
財
政
改
革

実
施
計
画
を
策
定

町
で
は
、
今
後
の
取
組
み
と
し
て
、

行
政
改
革
と
財
政
改
革
を
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
「
行
財
政
改

革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
更
に

こ
の
大
綱
と
昨
年
日
月
に
策
定
し
た

「
健
全
財
政
維
持
方
針
」
に
そ
っ
て
、

新
た
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
た
め
、
平
成
日
年
3
月
に

「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
(
表
2
)

こ
の
計
画
は
、
平
成
日
・
凶
・
同

年
度
の
3
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
定
め
、

簡
素
で
効
率
的
な
町
政
を
一
層
推
進

し
、
歳
入
に
見
合
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
目
指

そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
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表

2
《
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
概
要
》
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行財政改革推進委員を委嘱

行財政改革の目的は、行財政運

営の無駄を省き、簡素で効率的な

行財政構造への改善を目指し、地

方分権時代にふさわしい住民参加

による聞 か れ た 行 財政システムを

確立していくことです。今後とも、

町 民 皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

行財政改革実施計画を進めるに

あたって、町民の意見を反映し、計

画の着実な実践を図っていくため

に、町民皆様の代表者で組織する

「行財政改革推進委員会」を設置し

ました。委員には公募者(3月 号 に

て募集)を 含め、次の 15名の方を

委嘱しました。

松本鉄夫

谷忠

吉岡さよ 子

長田公一

穐吉忠彦

竹谷愛子

富山荘平

岡本康裕

堀内慎一郎

原口広吉

松浦正子

羽賀美代子

村上 登

岡和田一広

金子益三

〈敬称省略〉

行財政改革に関するご意見、お問合せ

総務課行政改革推進係ft@ー6400

参考句r，Jt国



付… 5月 1日から受け付けます。

オートサイト、コテージは完全予約制です。

申し込み・問合せ…上富良野町役場商工観光まちづくり課 s0167@6983

(7月以降は、オートキャンプ場センターハウスでの受付になります)

ホームページ:http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp 
Eメール:kamifu @ furano.ne.jp 

営業期間…4月25日'"10月25日まで無休

営業時間…フリーテントサイト受付時間 8時30分"'20時

オートサイト受付時間 チェックイン 14時"'20時

チェックアウト翌日10時まで

入場料… 1泊 1名500円 (中学生以上)

デイキャンプ(日帰り)1名300円(中学生以上)

ご駐車場…無料乗用車30台、オートパイ60台

管事ごみ・34時間常駐

場内設備公管理人室、研修室、水洗トイレ、障害者用トイレ、洗面所、

一一 ンドリー、売庖、自動販売機、遊具、広場

受

料金

500円

300円

12，000円

6，000円

3，000円

1，500円

4，000円

2，000円

区 分

1 人 1 泊

1人デイキャンプ

1 棟 1 泊

コァーンI1棟デイキャンプ

オートキャ| いサイト 1泊 1

|力一サイト
ンプサイトI/J

:J'l
II1サイトデイキャンプ

1サ イ ト 1泊

lサイトデイキャンプ

※町や学校行事等で利用する場合は、
減免制度があります。

設

入場料(中学生以上)

キャンピング
カーサイ卜

7
目
仮
オ
l
ブ
シ

日
の
出
公
園
オ
l
ト
キ
ャ
シ
ブ
揚

ア
ウ
ト
ド
ア
、
が
た
の
し
い
!

家
族
で
、
車
で
、
大
勢
で

平
成
6
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
オ

l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
平
成
日
年
度
完
成
す
る
こ
と
か
ら

本
年
度
多
少
の
工
事
を
残
し
、

7
月
1
日
仮
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

日
の
出
公
園
オ

1
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
既
存
キ
ャ
ン
プ
場
を
含
め
日
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
有
し
、

新
た
に
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
オ
ー
ト
サ
イ
ト
、
コ
テ

l
ジ
、
芝
生
広
場
等
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
お
友
達
同
士
な
ど
、
日
帰
り
利
用
も
あ
る
の
で
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
。

こ
の
夏
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

施

日

の

出

公

園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

、../

固

t.-



木のぬくもりを実感できる広々した

空間です。

コテージは 5棟あります。うち l棟

は、身障者用のトイレを備えバリアフ

リーになっています。

部屋数はリビングと宿泊室2部屋の

3部屋で、 2階建て延べ床面積59.94m2。

電気、水道、寝具一式、冷蔵庫、電磁調理

器、シャワ一、トイレ、ストーブを設備。

テントを張らずにキャンプをしたい、

2家族で一緒に利用したい、子供が遊

べる広さがほしい人におすすめです。

コテージ

センターハウス
キャンプ場の中心に位置するセンターハウスには、

管理事務所、売庖、自動販売機、シャワ一、ランドリ一、

研修室、水洗トイレ(身障者用トイレ)があります。

管理事務所一・管理人が24時間常駐しています。

売 庖…木炭、はし、食器類などのキャンプ用品、

インスタント食品、観光みやげ品など

自動販売機・公衆電話・・・センターハウス内と外の 2箇所に設置。

コインシャワー…男女それぞれ 3室、身障者用 1室とで、

計7室を設置。有料となります。

コインランドリー…洗濯機(乾燥付)を 3台設置。

有料となります。

室…ちょっとしたミーティングなどに利用

できます。

{彦研

フリーテントサイト
緑を満喫できるテントサイトは

80張、総面積12.000m2
。駐車台数

は乗用車30台、オートバイ60台。

遊べるスペースがほしい人には、

開放感あふれるフリーサイトがお

すすめです。

炊事棟
テントサイトに 1箇所、カーサ

イト側に 1箇所あります。

カーサイト
テントを張る場所に車を横付けできるサイトが25区画、

各サイトには専用電源と流し台が設置されています。

車の近くがいい、テントでも電源がほしい、炊事場ま

で行かなくても水を自由に使いたい、広い区画を利用し

たい人におすすめです。

カーサイト1区画137m2
、キャンピンク:ヵーサイト1区

画260m2
といずれも広さは十分です。

キ
ャ
シ
7
精
報

厄
の
し
み
古
い
る
い
る

ー
l
健
験
し
ま
し
ょ
う
ー
ー
ー
ー

-
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
(日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
)

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
と
お
泊
り
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
家
族
で
、
車
で
、

大
勢
で
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
気
軽
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

，

-
キ
ャ
ン
プ
道
具
の
レ
ン
タ
ル

テ
ン
ト
が
な
い
と
い
う
人
に
は
テ
ン
ト

を
貸
し
出
し
ま
す
。

4
人
用
加
張
、

8
人
周
回
張
。

テ
ン
ト
は
団
体
の
み
要
予
約
。

-
自
然
の
中
で
バ

l
ベ
キ
ュ
ウ

大
勢
で
の
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
に
最
適
で

す。屋
根
付
の
パ

I
ベ
キ
ュ
ウ
ハ
ウ
ス
が
2

棟
あ
り
ま
す
。
-
棟
に
野
外
炉
が
4
つ

備
え
て
あ
り
、
-
つ
の
野
外
炉
に
8
人

か
ら
叩
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

-
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う

8
種
類
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
林
の
中
に
点
在
す
る
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
は
8
箇
所
、
散
歩
を
し
な

が
ら
景
色
を
見
な
が
ら
楽
し
め
ま
す
。

展
望
台
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
十
勝
岳
連

峰
を
望
む
景
色
が
最
高
で
す
よ
。
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泉町・扇町・栄町・緑町の

一部の
整備を行います。

町
で
は
、
水
洗
化
に
よ
る
安
全
で

快
適
な
生
活
を
目
指
し
、
公
共
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
て
い
る
泉
町
・
扇
町
・
栄

町
の
一
部
と
緑
町
の
一
部
(
道
々
上

富
良
野
・
旭
中
線
沿
い
)
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

汚
水
管
の
布
設
工
事
は
、

5
月
上

旬
噴
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
が
終

っ
た
時
点
で
、
み
な
さ
ん
に
は
ト
イ

レ
の
水
洗
化
や
台
所
・
風
呂
の
水
な

ど
生
活
雑
排
水
を
下
水
道
へ
流
す
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
管

へ
接
続
す
る
計
画
や
準
備
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
管
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
来

年
の
供
用
開
始
以
後
、
生
活
雑
排
水

は
H
凶
年
4
月
か
ら
1
年
以
内
、
ト

イ
レ
の
水
洗
化
は
3
年
以
内
に
接
続

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
指
定
業
者
は
左
記
の

6
社

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
排
水
設
備
工
事
に
は
、
資
金

貸
付
制
度
、
補
助
金
制
度
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
改
造
内
容
に
よ
り
貸
付

や
補
助
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
か
の
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
交
通
や
騒
音
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

つ

号

号

耳

号

炉

目

白

川
内

5
n
h
r
4
K
2
広
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引

町

立

国

番

目

引

番

灯

番

包

番

お

番

目

十

4
ト

時

計

2
ト

6
ト

1
F
r
4
L
d

F
H
4

白

山

片

山

-
4
目
4
目
4
目
4
目
4

G
丁
宮
北

8
7
8
T
包
丁
包
丁
包

ι
E
3

暗
司

2

3

1

1

H
H

町

十

町

町

町

町

問

中

西

本

栄

錦

北

己
目事

庁
-E-ロh

医
業

釦
昨
工

設
我

水
有

排
船

(有)志賀住宅設備

(株)玉島設備工業

高橋建設(株)

(株)西塚清掃社

工業(株)針馬

、.-/

¥ーノ



清
富
の
里
を
流
れ
る
富
良
野
川
の
支
流
、
ピ
リ
カ
フ
ラ
ヌ
イ
川
を
、
昔
は
清
水
沢
と
呼
ん
で
い
た
。

昭
和
日
年
尋
常
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
時
、
「
清
水
沢
」
と
「
富
良
野
」
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
清
富
」
尋
常
小
学
校
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
地
域
名
称
の
は
じ
ま
り
と
な
っ
た
。

清
富
地
区
の
人
口
が
抑
人
、
清
富
小
児
童
数
が

M
人
だ
っ
た
昭
和
初
年
頃
か
ら
減
少
し

つ
づ
け
、

現
在
は
、
清
富
地
区
人
口
九
人
、
清
富
小
児
童
数

3
人
と
な
り
、

清
富
小
学
校
存
続
に
地
元
住
民
が
立
ち
上
が
っ
た
。

新
潟
か
ら
移
住
さ
れ
た
中
川
さ
ん
ご
家
族

ωや
川
、

m
G掛
物
、

e俊
一
広

楽
し
い
で
寄
ぷ
.

新
聞
記
事
で
募
集
を
知
り
問
い
合
わ
せ
疋
と

こ
ろ
、
自
給
自
足
を
希
望
す
る
私
に
は
、
家
の

近
く
に
お
い
し
い
水
と
畑
が
あ
る
自
然
豊
か
な

清
富
の
地
は
条
件
に
ぴ
っ
た
り
で
移
住
を
決
め

ま
し
走
。
家
族
み
ん
な
土
い
じ
り
が
好
き
で
野

菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
鶏
に
犬
、
ハ
ム

ス
タ
ー
を
飼
い
、
子
供
の
万
が
こ
の
地
の
生
活

を
喜
ん
で
い
ま
す
。
ち
っ
と
増
や
し
だ
い
の
は

家
族
。
で
き
れ
ば
後
2
人
は
子
供
が
ほ
し
い
。

深
山
峠
で
仕
事
を
手
伝
う
傍
ら
、
こ
の
地
に
移

り
住
ん
で
く
れ
る
仲
間
を
増
や
そ
う
と
私
な
り

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

清
宮
か
ら
地
域
振
興
の
取
り
組
み

「も

っ
と
多
く
の
人
に
住
ん
で
も
ら
い
、
児
童
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」

そ
ん
な
思
い
で
「
自
然
豊
か
な
こ
の
地
に
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。

3
家
族
合
わ
せ
て
日
人
が
こ
の
地
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

地
元
住
民
と
思
い
を
ひ
と
つ
に
、
清
富
の
里
に
も
っ
と
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

h
 

定
住
の
ご
相
談
な
ど
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、

連
絡
先
、
清
富
地
区
地
域
振
興
協
議
会

会

長

大

内

吉

治

宮

4
5
1
3
8
0
2

制
同
番
号

清
富
は
、
苦
か
ら
小
学
校
を
山
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
営
農
に
励
み
、
地
域
住
民
は
つ

な
が
っ
て
き
疋
。
離
農
や
少
手
化
の
影
響
で

児
童
数
が
減
少
し
、
何
と
か
小
学
校
の
害
続

を
と
地
元
住
民
が
結
束
し
、
平
成
什
年
吃
月

九

に

清
富
地
区
地
域
振
興
協
議
会
を
立
ち
上
げ

れ

だ。

色

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
移
住
を
時
び

ま

か
け
、
空
き
住
宅
を
提
供
す
る
な
ど
し
だ
結

し

果、

3
家
族
什
人
が
移
り
住
み
仲
間
が
増
え

邑，

だ
こ
と
、
何
よ
り
小
学
校
が
存
続
で
き
る
こ

患

と
は
地
元
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

氾

合
後
ち
児
童
数
を
増
や
す
活
動
と
、
清
富

刊

に
住
ん
で
良
か
つ
だ
と
思
え
る
環
境
づ
く
り

前

を
進
め
て
い
き
疋
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以

自

然
の
中
で
暮
ら
し
疋
い
、
小
規
模
校
で

磁

子
供
を
教
育
し
だ
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ

ガ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

霊

滝
川
市
か
ら
移
住
さ
れ
徳
田
さ
ん
ご
家
族

地
元
∞
人
た
ち
ガ
』
め
た
た
か
い

藷
事
。
地
で
め
生
活
.

こ
れ
か
ら
は
第
1
次
産
業
の
時
代
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
疋
と
き
、
清

富
の
一
山
生
産
組
合
か
ら
誘
わ
れ
て
働

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
清
富
は
都
会

と
違
っ
て
損
得
の
な
い
あ
疋
だ
か
さ
が

あ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
田
舎
の
学
校

に
し
て
は
設
備
が
整
っ
て
い
て
家
庭
教

師
の
よ
う
に
先
生
が
つ
き
、
自
発
的
に

自
由
に
発
言
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と

が
子
供
の
教
育
に
と
て
ち
ょ
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
少
人
数
で
は
ち
つ
た
い
な

い
の
で
、
ち
う
少
し
児
童
が
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
。

中川さんご家族久保さんご家族

名
古
屋
か
ら
移
住
さ
れ
た
久
保
さ
ん
ご
家
族

川
め
策
れ
る
き
や
怠
め
溺
く
芦
ガ

信
地
ぷ
く
曽
2
h
A

る
.

北
海
道
に
あ
こ
が
れ
富
良
野
周
辺
で
離
農

後
の
家
を
探
し
て
い
る
と
き
、
清
富
の
募

集
を
聞
き
好
意
的
だ
つ
だ
の
で
決
め
ま
し

定
。
空
気
が
お
い
し
く
て
季
節
感
が
あ
る

自
然
に
飢
え
て
い
ま
し
だ
。
都
会
は
世
代

間
受
流
が
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
は
地
元
の

人
足
ち
が
あ
疋
た
か
く
、
子
供
に
ち
や
さ

し
く
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ
の
地
に
決

め
て
良
か
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
屈
が

近
く
に
な
い
こ
と
と
雪
が
多
い
の
は
ち
ょ

っ
と
大
変
だ
け
ど
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

'~O)客舎かふよ回



かぽi長を支惹る
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雪
が
解
け
、
高
芳
見
え
て
く
る
と

一
気
巴
身
体
を
動
か
す
仕
事
ガ
多
く

な
り
ま
す
ね
。

先
月
号
で
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
の
紹

介
を
い
ま
し
左
ガ
、
運
動
だ
で
な
く
、

農
作
業
等
仕
事
の
前
後
の
ス
ト
レ
ッ

チ
も
効
果
的
で
す
。

(歩くことが多い人のストレツチの例)

「ストレッチング 2J

3腰を伸ばす
あお向けになって、

腕を聞き、両ひざを立てて

左右に倒す。肩はなるべく

床につけたままにする。

左右とも20秒保つ。

アキレス臆を伸ばすときは、

両ひざを曲げる。左右とも

20秒保つ。

2ふくらはぎ、
アキレス臆を伸ばす

壁に手をついて足を

前後に聞き、前足の

膝をを曲げる。後ろ

足のかかとをつけた

ままにして、ふくら

はぎを伸ばし、 20秒 t

保つ。左右とも。 1/
(ひじを曲げると:

さらに効果的)

@仕事でよく使う筋肉やこりやすい部分を

考えて伸ばす。

@ゆっくりと気持ち良いくらいに伸ばす。

(痛くなるほと、行ったり、弾みをつける

と筋肉が縮むので逆効果)

@患をゆっくり吐きながら伸ばす。

(息を止めて、歯を食いしばると筋肉が

縮むので逆効果)

@入浴後など筋肉がやわらかくのびている

時は特に効果的。

1腰、足の後ろ側を伸ばす
片足をまげて座り、

上体を前にたおす。

20秒保つ。

¥ーノ

4足の疲れをとる
腰を壁からやや離し、両足

をそろえて壁にもたせかけ、
2~3分保つ。

朝や仕事前の筋肉は、
筋線維同士ガ、くっつい

て、こわばっ定状態。
急lこ動かすと

「包通t 肉ばなれやこむら返
り、ぎっくり腰など
を起こしやすい

筋肉がスムース、|こ

動かないと

腫|こ無理ガ、かかる

ふくら1cJ:ぎの筋肉がっつ廷
ときは、膝をまげて座り、足
の裏を壁|こぴつ定りつける。
膝をゆっくりのばすと、縮

こまろうとするふくらはぎを
伸ばすので、痛みがしずまる

《ー

糖と酸素
が不足

すまU
J
 

とを

t

れ

、
河

穂
町
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要

一

定

必

を
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め

左

る

L
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ブ
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運
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(
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《ー

健lこ無理がかかる
ことで、関節|こ負担が

かかる

くストレッチすることで…〉

縮んで硬くなった筋肉が伸びて、スムーズに仕事に

取り組める。

くストレッチする。風巴|こ入ることで…〉

血液の流れが艮くなり、夜のうちに乳

酸を筋肉から肝臓へ運び、筋肉は翌朝、

元気になる。

(痛んだ筋肉や椎間板などち夜寝ている

聞に修復される。)~十分な睡眠ち大事

ですね。 仕事の前のストレッチーケガを予防しますー

固
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ま

ゆ

莱
佑
ち
ゃ
ん
繍

猛文さん・明子さんの子(宮町4丁目)

最近|耳、1日中、公園など外で遊

んでいます。と巴かく歩くことと

パパが大招きで、玄関先で帰りを

待つこともある莱佑。思いやりの

ある子lこ育ってほしいです。

母子関係

受付時間個別案内

会 場社会教育総合センタ

砂4か月児健康診査

5月29日(火) 平成13年 1月生まれの予

6月26日(火) 平成13年 2月生まれの子

砂7か月児乳児相談

5月29日(火〉 平成12年 10月生まれの予

6月26日(火〉 平成12年 11月生まれの子

砂10か月児乳児相談

5月29日(火) 平成12年 7月生まれの子

6月26日(火〉 平成12年 8月生まれの予

砂 1歳 6か月児健康診査

5月29日(火〉 平成11年 11月生まれの子

6月26日(火) 平成11年 12月生まれの子

砂3歳児健康診査

6月 19日(火〉 平成 10年4月~5月生まれの子

砂すくすく教室(育児離乳食教室〉

会場草分防災センタ一

日程 6月 1日(金〉

成人一般関係

砂減塩クッキング教室

塩分を控えだ食事作りを実習します。

日時 6月21日(木) 10:00~ 13 : 00 

会 場公民館

老人保健関係

砂リハビリ教室 、葺

主に脳卒中後遺症の万を対象に、体操など体を動

かし走り学習などで再発予防を行ち之 います。 も
日時 5月31日(木)、6月 14日σむ を

9 : 30~ 11 : 30 . '  

会 場社会教育総合センヲ"~"10.."\
~ゐ

がん検診関係

砂子宮、乳がん同時検診

日程 5月23日(水)

受付時間 7: 10出発 13:00頃帰町

対 象 30歳以上

検診料予宮がん 1，500円

乳がん視触診のみ 1，000円

マンモグラフィ併用 2，000円

*マンモグラフィについては広報4月号をご覧下さい。

会 場旭川|がん検診センター

(役場正面玄関前から送迎パスかでます。)

砂胃がん、大腸がん検診

日程 5月30日(氷)、 5月31日(木)

受付時間胃がん 6:00~6:30 7:00~7:30 

8 : 00~8 : 30 9:00~9 : 20 

大腸がん 6 : 00~9 : 20 

対 象胃がん:30歳以上大腸がん:40歳以上

検診料胃がん:1，500円大腸がん:1，000円

会 場公民館

砂子宮がん検診

日程 6月 6日(水〉

受付時間 9 : 15~ 9 :30 1O : 00~10 : 15 

13: OO~ 13: 15 13: 30~ 13: 45 

対 象 30歳以上

検診料 1，500円

会 場公民館

※70歳以上(昭和 7年 4月 1日以前生まれ〉の万

本は、いずれφがん検診琶無料です。
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申込み・問合せ

[information :情報]

保健福祉課程⑬ 6987 

-訂正とお詫び

先月号で検診料乳がん検診マ

ンモグラフィ併用 r1.000円』
とあるのは、r2.000回Jですの

で、訂正してお詫びします。

健康

し-.)'イ'~:-
いん13¥おめいしょん

う
ら
し
ま

浦
島

な
つ

か

夏
果
ち
ゃ
ん
繍

啓司さん・恵美さんの子(本町6丁目)

生野菜でも肉でも魚でも、何で

ち娼き嫌いなく食べる夏果。外で

のあままごとが大娼き。でも、顔見

知りするのがちょっと心配。やさ

しく健康|こ育ってほしいです。

献血のお知らせ

6月7日(木)、献血車「ひまわり号」が来町し

ま事."fBiなさんのご協力をお願いしますo

vr16:00~10・45 i5¥じスパ駐車場
雪1;・

11 :00~12:00 スーパーダイイチ駐車場

13 : 00~14 : 30 役場正面五関前

「者、':14孝一16:00 農協駐車場

固 さtia参事司rf/tよt



功
績
を
た
た
え
て

消防庁長官泰貨を
蜜貸さねまじた
消防功労者(永年勤続功労章)とし

て、上川南部消防事務組合から 2名の

方が受賞されました。

J 

朝
日
を
浴
び
て
健
康
づ
く
り

今
年
も
ま
た
、
「
さ
わ
や
か
ラ
ジ
オ

体
操
」
が
4
月
日
日
か
ら
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
、
開
始
時

間
に
あ
わ
せ
約
初
人
の
方
が
集
ま
っ

て
、
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
「
さ
わ
や
か
ラ
ジ
オ
体
操
」

の
中
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
だ
け
で
な

く
「
み
ん
な
の
体
操
」
と
よ
ば
れ
る

体
操
を
し
ま
す
。
乙
の
体
操
は
ラ
ジ

オ
体
操
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
体
を
動

か
す
の
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
ち
ょ
っ

と
無
理
か
な
と
思
う
方
に
も
お
す
す

¥J 

昇
長

却

団

真

副

川

得
赤

長

賢

却

制

樫

ほ

富

O
消
防
団
員
と
し
て
幻

年
の
永
き
に
わ
た
り

郷
土
防
災
に
尽
力

O
郷
土
の
発
展
と
愛
護

の
精
神

O
消
防
の
使
命
達
成
に

尽
力

O
消
防
職
員
と
し
て
お

年
の
永
き
に
わ
た
り

郷
土
防
災
に
尽
力

O
消
防
の
使
命
達
成
に

尽
力

め
の
体
操
な
の
だ
そ
う
で
す
。

世
話
人
を
努
め
る
太
田
春
雄
さ
ん
は
、

「
毎
朝
体
操
を
す
る
と
、
一
日
元
気

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

体
操
は
体
に
良
い
だ
け
で
な
く
心
に

も
良
い
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
体
操
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

門

U
門
U

門
U

門
U

円
U

門
凶

あるき
門
Unu 

円
U

円
U

門
U

円
U

る
。
こ
れ
か
ら
も
側
日
、

1
0
0
0

日
と
達
成
す
る
た
め
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
か
ら
啓
発
し
合
い
、
町
民
あ
げ

て
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

町
交
通
安
全
協
会
の
坂
下
会
長
か

ら
は
、
「
さ
ら
な
る
交
通
事
故
撲
滅

を
願
い
、
『
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
』

を
合
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
事

故
で
の
死
亡
事
故
を
な
く
そ
う
。
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
さ
れ
、
交
通
安
全

決
意
宣
言
を
参
加
者
全
員
で
読
み
上

げ
て
、
過
去
問
日
(
昭
和
町
年
8
月

3
日
1
昭
和
印
年
日
月
初
日
)
の
記

録
を
更
新
で
き
る
よ
う
、
交
通
安
全

の
さ
ら
な
る
決
意
を
胸
に
し
て
い
ま

し
た
。

回

さ
ら
な
る
目
標
を
め
ざ
し

4
月
9
日
、
公
民
館
大
ホ

1
ル
で

町
民
約
制
名
が
参
加
し
、
「
上
富
良

野
町
町
民
交
通
安
全
総
決
起
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
春
の
交
通
安
全
週
間

に
併
せ
、

4
月
9
日
で
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
問
日
」
を
達
成
し
、
改
め
て

交
通
安
全
を
町
民
み
ん
な
で
決
意
す

る
集
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
交
通
安
全
推

進
委
員
会
長
の
尾
岸
町
長
が
、
「
問

日
達
成
は
、
町
内
に
て
平
成
日
年
日

月
お
日
に
町
民
の
方
が
痛
ま
し
い
交

通
死
亡
事
故
に
あ
っ
て
か
ら
の
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
日
の
更
新
に
な
っ
て
い

企交通安全メッセージを読み上げる坂下会長



要。一
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3
月
初
日
、
姉
妹
友

好
都
市
カ
ナ
ダ
ア
ル
パ

l
タ
州
カ
ム
ロ

l
ズ
市

の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校

生
幻
名
が
町
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぼ
う
と
3
泊

4
日
の
日
程
で
来
町
し

ま
し
た
。

カ
ム
ロ

l
ズ
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
高
校
で
は
、
生

徒
が
希
望
す
る
修
学
旅
行
を
行
っ
て

お
り
、
旅
費
は
生
徒
が
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
た
め
る
そ
う
で
す
。

夕
方
、
役
場
庁
舎
に
到
着
し
た

一

行
は
ホ
l
ム
ス
テ
イ
先
の
日
家
族
と

対
面
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
向
か
い

ま
し
た
。

滞
在
中
は
郷
土
館
を
は
じ
め
町
内

外
の
施
設
を
見
学
し
て
歴
史
を
学
び
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
日
本
食
を
味
わ

い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
餅
っ
き

体
験
や
カ
ラ
オ
ケ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
出
か
け
、
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。翌

出
日
の
夜
に
は
町
と
国
内
外
交

流
を
進
め
る
町
民
の
会
の
共
催
に
よ

り
公
民
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ

"'-

シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
上
富
良
野
の
名

産
の
サ
ガ
リ
や
お
に
ぎ
り
、
カ
ム
ロ

ー
ズ
市
に
は
な
い
駄
菓
子
に
人
気
が

集
ま
り
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
カ
ム
ロ

l
ズ
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
高
校
生
が
日
本
語
の
歌
や
華

麗
な
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披
露
し
、
町
内

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
l
ラ
ン
チ
1
ム
「
有

頂
天
」
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
ハ
ツ

ピ
を
ま
と
い
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
リ

ズ
ム
の
良
い
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ム
ロ

I
ズ
コ
ン
ポ
ジ
ツ

ト
高
校
の
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ン
ド
ス
ト

ラ
ン
ド
校
長
の
希
望
に
よ
り
、
高
橋

教
育
長
と
温
泉
さ
ん
(
町
民
の
会
)
が

日
本
の
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
披
露
し
、

予
定
に
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
上

が
り
、
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

~~ヲ
見て

円
U

円
U

門
U

門
凶

円
U

門
U

へ「
花
人
(
は
な
び
と
)
街
道
2
3
7
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
国
道
却
号

線
の
旭
川
市
か
ら
占
冠
村
聞
は
こ
れ

か
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
花
々
が
咲
き
は
じ
め
ま
す
。

花
人
街
道
2
3
7
は
、
北
海

道
の
観
光
沿
道
景
観
形
成
推
進

事
業
に
よ
り
広
域
的
に
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ

ル
マ

l
ク
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の

製
作
を
は
じ
め
観
光
ル

l
ト
環

境
整
備
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

表
示
板
花
人
街
道
2
3
7

心
の
自
立
が
始
ま
る
1
歳
6
か
月

4
月
M
日
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
1
歳

6
か
月
の
子
供
を
持
つ

親
子
を
対
象
に
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い

と
子
供
の
心
」
と
い
う
テ

1
マ
で
、

グ
ル
ー
プ
同
士
の
自
由
遊
び
、
親
子

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
毎
月
の
1
歳
6
か
月
児
健
診
合

わ
せ
て
行
い
、
す
べ
て
の
親
が
子
育

て
の
学
習
機
会
を
得
る
こ
と
で
親
と

し
て
の
成
長
す
る
過
程
を
支
え
る
も

の
で
す
。

専
任
の
保
育
士
さ
ん
か
ら
、
「
1
歳

を
過
ぎ
る
頃
は
、
好
き
嫌
い
が
は
っ

き
り
し
て
く
る
時
期
で
す
。
こ
の
時

期
に
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
供
に
「
楽
し
い
と
思

う
心
」
が
育
ち
、
こ
れ
か
ら
の
お
友

達
づ
く
り
や
こ
と
ば
の
発
達
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
今
日
は
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
の
あ
と
、
抱

っ
こ
や
お
ん
ぶ
、
歌
を
歌
い
な
が
ら

楽
し
く
親
子
遊
び
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
初
回
と
あ
っ
て
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
専
任
保
育

士
を
4
名
配
置
し
て
い
ま
す
。
毎
月

1
歳
6
か
月
児
健
診
対
象
者
に
個
別

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
そ
う
で

し
た
よ
。

ボ@参考句r411ιょι

今
回
、
旭
川
土
木
現
業
所
富
良
野

出
張
所
に
お
い
て
、
同
計
画
に
基
づ

く
観
光
ア
ク
セ
ス
ル

l
ト
の
補
助
表

示
板
が
町
内
の
各
道
道
沿
い
ロ
か
所

(
吹
上
線
3
か
所
、
美
沢
線
2
か
所
、

留
辺
薬
線
1
か
所
、
旭
中
富
良
野
線

6
か
所
)
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
示
板
は
道
路
が
複
雑
に
交

差
し
、
観
光
ル

l
ト
が
判
断
し
づ
ら

い
箇
所
に
目
的
地
を
表
示
し
、
案
内

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
町
を
訪
れ

る
観
光
客
に
親
切
な
道
案
内
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
一
役

買
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

固
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5月

11日・受通安全祈願会

'いしづえ大学学習日

・女性学級学習日

12日・B&G海洋センタープ

ールオプン
14 日 ~15 日

・北海道知事来町

「ふれあいトーク」

16日・第 2田町議会臨時会

(予定)

.町議会町内行政調査

・商工会総会

18日・消費者協会総会

.体育協会総会

6月

1日・天体観測・3級ホームtヘルパ-
養成研修開講式

5日.町民講座J

8日.自衛隊協力会上富良

野支部婦人部総会

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

ヘハ

優
良
講
習
(
初
分
)

V
5
月
間
日
(
金
)
日
時
1

消
防
2
階
大
会
議
室

V
5
月
お
日
(
金
)
同
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
6
月
5
日
(
火
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
6
月
日
日
(
水
)
日
時
1

中
富
良
野
町
公
民
館

V
6
月
凶
日
(
木
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習

(
2
時
間
)

V
5
月
お
日
(
金
)
凶
時
i

V
6
月
5
日
(
火
)
凶
時
1

い
ず
れ
も
、
富
良
野
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

警
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
行
っ
て
い
な
い
場
合

に
は
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。(

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

民

E葺

座

V
陶
芸
教
室

陶
心
窯
(
野
原
寿
夫
先
生
)
で
実

施
し
ま
す
。
ー
、

2
日
目
に
自
由
に

作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
、

3
日
目
に

彩
色
し
ま
す
。

日
時

6
月
4
日
(
月
)
、

5
日
(
火
)

日
日
(
月
)

昼
の
コ

l
ス

叩

時

1
ロ
時

夜
の
コ

l
ス

日

時

1
幻
時

定
員

8
名

受
講
料

3
、
9
0
0
円

V
エ
ク
セ
ル
入
門
コ

l
ス

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」
を

使
い
、
数
値
入
力
と
四
則
演
算
な
ど

を
習
得
し
ま
す
。

日
時

6
月
凶
日
(
火
)
、
幻
日
(
木
)

初
日
(
火
)
、
お
日
(
木
)

同
時
初
分
imω
時

ω分

定

員

同

名

受
講
料

7
、
0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
包
⑫
2
6
1
9

(
一
)

気
を
つ
け
よ
う

水
路
で
の
事
故
防
止

毎
年
、

4
月
下
旬
か
ら
8
月
下
旬

ま
で
各
水
路
に
通
水
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
水
路
は
水
深
も
深
く
、

水
の
流
れ
も
速
く
な
っ
て
お
り
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
大
変
危
険
な
場
所

に
な
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
に
お
い
て
も
危
険
箇

所
に
「
サ
ク
」
、
「
フ
タ
」
を
す
る
と
同

時
に
、
広
報
車
等
で
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

通
水
期
間
中
、
「
す
い
ろ
は
赤
し

ん
ど
う
、
ち
か
よ
ら
な
い
、
あ
そ
ば

な
い
、
あ
そ
ば
せ
な
い
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
、
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
路
に
は
近
寄
ら
せ
な
い
、
近
く

で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
家
庭
か
ら
も
注

意
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
富
良
野
土
地
改
良
区
)

ヒグマ遭遇にご注意を
野山にも春が訪れ、山菜採りのシーズンとなりました。例年、行方不

明やヒグマに遭遇し、痛ましい事故が発生しています。野山は「ヒグマ

の領分」でもあり、冬眠明けのヒグマが採食行動を活発化する時期です。

ヒトとヒグマ、双方にとって不幸な事故を未然に防ぐために、次の事を

守りましょう。

山菜採りでの事故防止労働保険年度
年度更新の手続

事業主の皆さん、今年

も労働保険の年度更新手

続きをしていただく時期

になりました。

この申告・納付の手続き

は、労災補償・失業給付

にかかわる重要な手続き

です。 5月21日までに、

銀行・郵便局など最寄り

の金融機関、または労働

基準監督署に申告・納付

してください。

申告・問合せ

旭川労働基準監督署

宮 0166-51-6101

0家族等に必ず行き先と帰宅予定時間を知らせておく。

0町や森林管理署などで立てたヒグマ出没を知らせる看板のある場所

への立ち入りは避ける。

Oヒグマの出没が予想される場所へ立ち入る場合は、集団での行動に

心掛け、ラジオや腰鈴、笛の携行によりヒトの存在を早めにヒグマ

に知らせる。特に、イヌを連れての立ち入りはヒグマを異常に興奮

させ、危険です。

O山野での飲食はヒグマを引き寄せる場合がありますので、においの

強いもなどは控えたほうが良い。

ヒグマの足跡を見かけたなどの情報は農業振興課林務係@6984、

行方不明かなと思ったら上富良野交番@2039までご連絡下さい。

回



気
軽
に
参
加
し
よ
う

子
育
て
ひ
ろ
ば

幼
稚
園
や
保
育
所
に
入
国
前
の
幼

児
と
お
母
さ
ん
の
遊
び
の
ひ
ろ
ば
で
す
。

日
時

5
月
お
日
(
水
)
、

6
月
ロ
日
(
火
)
叩
時

i
U
時

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参

加

料

無

料

問
合
せ
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
5
月
の
映
画
「
晩
春
」

小
津
安
二
郎
監
督
作
品

目
時

5
月
M
日
(
木
)
問
時
i

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

~\ 

鑑
賞
料

問
合
せ

E
@
5
5
1
1
 

無
料

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

歩!?ijb
:z;l;' 

月三I~
案
内

A か
:IJ;'い

の

入
会
の
ご
案
内

お
お
む
ね
印
歳
以
上
で
次
に
該
当

す
る
方
。

①
住
民
健
診
等
で
生
活
習
慣
病
(
肥

満
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

高
尿
酸
血
症
な
ど
)
が
診
ら
れ
、
改

善
が
必
要
な
方
。

②
生
活
習
慣
病
の
改
善
の
た
め
、
吋
積

極
的
に
こ
の
会
の
活
動
に
参
加
で
き

る
方
。

入
会
受
付
日

毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
に
保
健
福

祉
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

公民館図書室

新刊図書案内

(宮尾登美手)
(ジュンパ・ラヒ 1))

愛と死の伝説(よ・下)
(西村京太郎)

法王庁の帽手 (森村誠一)
パトlレ・口アイアル (高見 広春)
桜の花が咲くまでは (三浦真理手)
魂 (柳 美里)
千里眼/運命の暗示 (松岡主祐)
いつか海に消え行< (北方謙三)
浪費パ力一代 (中村うさぎ)
チーズはどこへ消えた?

(スペンサー・ジ、ヨンソン)
金持ち父さん貧乏父さん

(口パート・キヨサキ¥
シャ口ン・レクターノ

(花田憲手)

一般書

仁淀川
停電の夜に
十津川警部

漂として…。

活
動
内
容

・
健
康
学
習
(
毎
月
1
回
)

・
運
動
実
践
活
動
(
毎
週
月
曜
日
)

・
野
外
活
動
(
お
お
む
ね
年
2
回
)

入
会
・
問
合
せ
保
健
福
祉
課
保
健

指

導

係

官

@
6
9
8
7

健
康
づ
く
り
運
動
セ
ミ
ナ
ー

ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
教
室
H

日
時

5
月
却
日
(
火
)
日
時

1

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師
町
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

I
シ

ヨ
ン
科

対
象
お
お
む
ね
印
歳
以
上
の
方

定
員

ω名

申
込
み

5
月
お
日
ま
で
に
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
宮
@
5
5
1
1

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

児童書

ドラえtん

/ヘ因縁毎彰 困ったときはご相談ください

収入が少ない人、病気やケガ、失業などで保険料を納めることが

困難な人は免除の申請をしてください。免除期間は受給資格期間に

はなりますが、老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合の 3分の 1
になります。申請せずに未納のままにしておくと将来の年金給付が

受けられない場合がありますので、注意してください。

*学生の納付特例

0本人の所得が一定以下の学生は申請により保l険料を後から納め

ることができます。

O特例期間は受給資格期間にはなりますが、

算には入りません。

O学生時代に納めなかった分の保険料は10年以内であれば納める

ことができます。

O後から納めた分は、老齢基礎年金額の計算に入り、満額に近づ

けることができます。

*追納について

保険料が免除された人でも、 10年以内であれば、一定の額を上乗

せして追納することができます。ただし、申請せずに未納の場合は

2年たつと時効になり、納めることができなくなります。

詳しくは、町民生活課住民年金係@6985まで

自動車税の納期限は

5月31日です

こねこのミトン
(クレア・ターレー・ニューペリー)

ママがこわれだ (後藤みわこ)
う5ない少女セイラ (堀 直子)
魔女のルルーと赤い星の枝

(村上早紀)
風の天使(エンジェル)(倉橋耀子)
NHKおじゃ丸牛見合いする

(犬丸りん他)
全45巻

(藤手.F・不二雄)
ふわふわのおはなし

(ひろかわさえこ)
きょうりゅうくんだあ~いすき!
(ヘン 1)エッタ・スティックランド)
プーちゃんのパンツ

(ひょうどうえいこ)

老齢基礎年金額の計

納税通知書は 5月10日に発送

されますので、忘れず納期内に

納めましょう。

0納税は簡単便利な口座振替で。

(平成13年度から、口座振替後

送付していたこれまでの領収
書に代えて口座振替納付確認

通知書が納税証明書とともに

送付されます。)

問合せ上川支庁税務部
宮0166-46-5111

http://www.pref.hokkaido.jp/sou 
mu/sm-zeimu 

常!喝さか必よ固



お
知
ら
ぜ

寮!号室館1tid¥L)
ぺ-j¥ークラフト
(紙でかわいい動物などを作ろう)
日時 5月12日(土) 10時 ~
対象・定員 小学生30名
持ち物 はさみ、スティックの

り
申込み定員になり次第締め切

ります。

包@4097受
験
の
ご
案
内

平
成
日
年
度
調
理
師
試
験

試
験
日
時

平
成
凶
年
8
月
初
日
(
木
)

日
時
初
分
1
日
時

滝
川
市

平
成
日
年
5
月
お
日
(
月
)

5
6
月
1
日
(
金
)

試

験

地

受
付
期
間

受

験

料

受
験
資
格

学
校
教
育
法
第
U
条
(
高
等
学
校

入
学
資
格
)
に
規
定
す
る
者
で
、
多

人
数
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て

供
与
す
る
施
設
叉
は
食
品
衛
生
法
施

行
令
第
5
条
第
1
号
、
第
日
号
、
第

お
号
に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
平
成

日
年
6
月
1
日
ま
で
に
2
年
以
上
調

理
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の
。

問
合
せ
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進

課
健
康
増
進
係
官
③

3
1
6
1

6
、
5
5
0
円

キックベースボール大会
日時 5月26日(土) 13時 ~
対象・定員小学生30名
申込み 5 月14日(月)~定員|こ
なり次第締め切ります。

※雨天時は児童館内でゲームを
します。

ち!号室館1tid¥L)
ウッドペイント作り
(ガーデ二ング・スティックを作ろう)
木|こ色をペイン卜し、棒を付

けて庭や花鉢l之さして飾るもの
です。
日時 5月26日(土)

分~
対象・定員小学生30名
参加料 100円(材料代)
申込み 5月14日(月)~定員|こ
なり次第締め切ります。

ft@6346 

活
用
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
事
業

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め

に
団
体
ま
た
は
個
人
に
大
会
参
加
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、
本
年
4
月
1
日
以
前
よ

り
当
町
に
在
住
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
地
区
ま
た
は
管
内
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
て
、
全
道
ま
た
は
全
国

大
会
に
出
場
す
る
方
で
す
。

問
合
せ
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮

@
5
5
1
1

改
正
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、

6

月
1
日
よ
り
所
得
制
限
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
今
ま
で
受
給
し
て
い
な
い

f¥ 
¥J  

13時30

方
も
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
、

5
月

末
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

児
童
手
当
は
認
定
請
求
を
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
提
出
が
遅
れ
た
分
、
月
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
保
健
福
祉
課
社
会
係

宮

@
6
9
8
7

4月の町内交通事故
発生状況

()は前年比

人身事故発生件数:1 (+0) 
死者:0 (+ 0) 
傷者:1 (+0) 
物損件数:19 (ー 8)
チャイルドシート・シートベルトの
着用&スピードダウンで安全運転

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

(
2
0
0
1
年

3
月
)

『
火
山
慨
況
』

3
月
の
火
山
性
地
震
の
回
数
は
訂
回
で
、
火
山
性
微
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

遠
望
観
測
で
は
、
位
ー
2
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
の
最
高
は

m
mで
、
色
は
白
色
で

し
た
。

そ
の
他
の
火
口
で
も
噴
煙
活
動
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

刷、

噴火によって上空!こ噴き上げられた火山灰は、風下に流されながら地表に降ってきます。

直接人命には影響しませんが、広範囲にわたって被害を与えます。

[建物の被醤] ・ 」 ン停止に至るなどの重大な事故が発生しております。

建築物の屋根に湿った火山灰が降り積もると、荷 I [健旗への影響]

婁に耐えられなくなり雇根がつぶれることがあリま l 固に火山灰が入って充血やただれ目、目が痛むな

す。雨が降って水を吸収レた火山灰ほ、さらに重く どの症状がおきたり、鼻やのどに異常を訴える人が

なり、粘lり気を持ヲようになるので排除しlにくくな ι でできます。

ります。 "【河川11・湖への影響]
〈火山l灰の;厚さと被害の目安 1 降灰により河川・湖lが酸性化したり、白濁lするな

(雪が積もつtていれぽ、膨響がさらに大きくなる。 どの水質汚染が起き、養殖場に被害がでたりi上水道

1 m ほとんどの木造家屋が倒壊します。 ・かんがい用水に影響がでることがあります。

50cm 半数以上の木造家屋が倒壊します。[農作物・家畜への影響]

20-30cm :多くの木造家屋などに被害がでます。 農作物の葉や茎に火山灰が付着すると作物の枯れ

1何百 :古い木造家屋などに被害がでます。 死や葉の変色・落ち葉がおきたり、作物が灰の重み

数cm 自動車など、交通機関に影響がでます。 I で倒れるなどの被害がでます。ただし、 1962年(昭

2 cm 目'.'のどなどの異常を訴える人が l和37年)の十勝岳の噴火では、降灰直後に強い雨が

多くなります。 降ったため、作物から火山灰が洗い流され、影響が

小さくなりました。

外国の火山|噴火で:1，;1:、火山ガスを含んだ火山灰の

イサ着した草を食べたことにより、数千頭の牛と羊が

死亡したケースがあリます。降灰愚の多い地域では、

家畜を避難させ、良好な飼料を確保する必要がある
でしぷ弘 、

問
合
せ

気
象
台
技
術
課

8
0
1
6
6
1
2
2
1
6
9
3
7
 

モ⑬

降灰は

F方災一切メI火山|阪じよる被害』

¥、ー〆

[交通|障害]

道路・線路・滑走l路に灰が摘もるとスリップ事故

が起lき，た iν 人舞I~ ~ J監がる火山灰で視界が不良にな I~) 、

交通障害を引き起1こ1シやすくなり lます。

また、近年航空機が火山灰に遭遇し、機体が傷つ

いたりエンジンの不謁を招き、最悪の場合、エンジ

固



JAS法が改正されました
「農林物資の規格化及び品質表示の

適正化に関する法律」が改正され、一般

消費者向けのすべての飲食料品(農産

物、水産物、畜産物、玄米・精米、加工食

品、 遺伝子組換え食品、有機食品)に品

質表示が義務付けられました。

6月 1 日~10日は電波利用保護旬聞です。
=クリーンな電波環境ガ、 11情報社会を支えます=
電波は携帯電話やPHSをはじめテレビやラジオ、船舶・航空機、列車等

の安全運行のための通信、海上保安、 警察及び消防・救急無線などあらゆる

分野で重要な役割を果たし、私たちの暮らしには欠かせないものとなって

特に、遺伝子組換え食品では「遺伝子

組換え不分別ょ「遺伝子組換えものを分

別Jなどの表示が義務付けられ、また、

有機食品は日本農林規格(JAS)の検査

に合格し、有機 JASマークを付けら

れたものだけが「有機栽培ょ「オーガニ

ック」などの表示がされます。

います。

不法な電波に

よって起こる

障害例

憧義明子
五三;の制強

消防・救急用無線を
妨害し、消防車・
救急車の現場到着が
遅れる

電波に関する困りごと、ご相談は
加
工
食

表の
刀主

伊l

北海道総合通信局(札幌第 1合同庁舎内)札幌市北区北8条西2丁目 1-1 
問合せ時間 8時30分""1 7時(土・日及び祝日は除く)

町消費者協会(事務局:役場町民生活課)

(不法無線局、混信・妨害 011・737-0099
(テレビ・ラジオの受信障害) 011-737・0033
(電波利用料 011-709-6000
(その他行政相談 011-709-3550

“ Zl1 このコーナーでは

すe79ワ湖 諸 富良野沿線各市町
1t:.J f 骨偉 村のまちの様予を

F、"IS戸島紹介します。

【占冠村】

「占冠村の木炭」をよろしく!
占冠村の豊かな森林で取れた木材(間
伐材)を使っ12.木炭です。
火がつきやすいのがペリーグッド 1

そして、これからの7ウトド?シー
ズンlこもペリーグッド!
3キロで550円とリ ズナプル!
占冠村内の各商后で販売しています。

問合せ 占冠村産業課 856-2121

【中富良野町】

健康づくりにナイスショット!!
パークゴルファー待望の
コースオープンです
澄ん芝空気の中、仲間と一緒!こさわ

やか怠汗をかいてみまぜんか。

期間 5 月 1 日~1O月下旬まで

時間早朝~21時まで(雨天時は変

更寸ることがあります)

悶含せ 中富良野町教育委員会社会
教育課 844-2204 

【南富良野町】

東映映画「ほたる」上映会
幾つもの傷を心|之負つ定男女の出会
いと運命を、やさしい眼差しで描き
あげる感動巨編です。99年巴大ヒッ
トした「鉄道員〈ぽっぽや)Jの生まれ
古賀郷で先行上映します。
5月19日(土)①13時30分~②198寺~
5月20日(日)①10時~②13時30分~
湯所 南富良野町総会福祉センター
当日チケット 般 1，800円、60歳

以よ1，200円などのほか、前売り
チケットもあります。

悶舎営南富良野町企画課
密 52-2112

【富良野市】

ふらのワイン樽熟，'98(赤)
限定販売のご案内
98産のセイベル13053種を厳選。縛
でじっくり熟成さぜ芝オーク樽の香
りをお楽しみください。ラベルの原
画は、洋画家小野洲一氏巴よる富良
野の風景です。
発売予定日 5月17日(木)

(限定10，000本)
希望小売価格 2，000円(消費税別)

悶含せ 富良野市ぶどう果樹研究所
822-3242 

町道路線認定・廃止 3月定例町議会で、次の路線が町道廃止となり、新たに町道認定されました。

。路線廃止

番号 路 線 名 起 点 終 点
主な

総延長(m)
L 経過地

149 泉町2丁目 2条通り 上富良野町泉町2丁目701番目 上富良野町泉町2丁目701番l 泉町2丁目 170.3 

154 泉町2丁目 1番北通り 上富良野町泉町2丁目701番73 上富良野町泉町2丁目701番目 泉町2丁目 62.6 

282 東町5丁目 3条通り 上富良野町東町5丁目615番38 上富良野町東町5丁目615番38 東町5丁目 101.5 

330 東町5丁目 5条通り 上富良野町東町5丁目615番9 上富良野町東町5丁目615番7 東町5丁目 280.8 

349 東町4丁目 1番仲通り 上富良野町東町4丁目71番186 上富良野町東町4丁目71番162 東町4丁目 97.5 

629 江幌通学道路 上富良野町2275番3 上富良野町2612番4 江幌l 640.5 

636 西7線 上富良野町3858番2 上富良野町2275番3 江幌 1 1，733.4 
計 3，177.7

。 路線認定

番号 路 線 名 起 点 終 点
主な

総延長(m)経過地

149 泉町2丁目 2条通り 上富良野町泉町2丁目701番目 上富良野町泉町2丁目701番121 泉町2丁目 275.6 

154 泉町2丁目 l番北通り 上富良野町泉町2丁目701番73 上富良野町泉町2丁目701番71 泉町2丁目 121.4 

282 東町5丁目 3条通り 上富良野町東町5丁目615番39 上富良野町東町5丁目615番38 東町5丁目 281.0 

330 東町5丁目 5条通り 上富良野町東町5丁目615番7 上富良野町東町5丁目615番7 東町5丁目 103.9 

349 東町4丁目 l番仲通り 上富良野町東町4丁目71番164 上富良野町東町4丁目71番162 東町4丁目 44.0 

629 江幌通学道路 上富良野町1923番2 上富良野町2612番4 江幌1 612.9 

636 西7線 上富良野町1924番3 上富良野町2275番3 江幌 l 1，738.9 

計 3.177.7

回 誌の鵠か必よ



子どもは、家庭や地域の宝として大切に育

てられる存在だ、と J思っていましたが、児童虐

待はとこ数年で鰻上りに増えているそうです。

実際、信じられない事件が世間をにぎわして

います。

この原因は、多くの要素が複雑に絡んでい

る場合もあるでしょうが、基本的に子育ての

できない家庭があることも物語っています。

力のない無防備な幼い子どもを大人の感情

で虐待してしまう。善悪の判断さえできない。

命ある子どもを自分のものとして扱ってしま

う。本当に悲しいことです。

でも、子どもの笑顔は周囲をなごませてく

れます。子どもの歓声は周囲に元気を与えて

くれます。子どもの泣き声は何かを教えてく

れます。子どもの成長は大人も成長させてく

れ、充実感に浸らせてくれます。

しかし、子どもは親を選ぶことができませ

ん。だからこそ、親や周囲の大人が守り育て

なければいけないのです。将来を担っていく

宝として、未来からの使者を家庭も地域も健

やかに育てる責任があるのです。

猟
友
会
に
所
属
し
て
、
熊
や
鹿
な
ど
の
有

害
鳥
獣
駆
除
を
さ
れ
て
い
る
蓑
固
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

安
全
を
監
視
し
て
い
ま
す

自
衛
官
を
退
職
し
た
と
同
時
に
北
海
道

の
ほ
ぼ
中
心
の
上
富
良
野
町
に
定
住
を
決

め
ま
し
た
。
定
住
を
決
め
た
か
ら
に
は
、

インタビユマt

..;.~._~f' 

みのだみつま

蓑田光真さん(新町5丁目)

親と子のきずな

親(大人)の責任

家庭教育
シリーズ(171)

何
か
上
富
良
野
町
に
貢
献
で
き
な
い
か
、

私
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
思
い

巡
ら
せ
て
い
る
時
に
「
狩
猟
を
し
て
み
な

い
か
」
と
誘
わ
れ
、
自
然
が
大
好
き
な
私

は
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
昭
和
臼
年
に
猟

友
会
に
入
り
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熊
本
出
身
の
私
は
、
上
富
良
野
の
地
区

名
や
農
道
も
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

地
図
を
買
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
回
っ
て
み
ま

し
た
。
農
家
の
人
々
に
被
害
の
状
況
を
聞

く
と
、
鹿
に
植
え
た
ば
か
り
の
ビ

l
ト
の

苗
を
食
べ
ら
れ
た
り
、
秋
は
、
に
ん
じ
ん
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
掘
っ
て
食
べ
ら
れ
た
と
話

さ
れ
、
あ
る
時
、
収
穫
間
近
の
小
豆
が
す

べ
て
茎
だ
け
で
、
畑

一
面
鹿
の
足
跡
だ
ら

け
だ
っ
た
の
を
目
の
当
た
り
し
た
時
に
は

驚
き
ま
し
た
。

一
度
、
車
の
目
の
前
を
熊
が
駆
け
抜
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
幸

f¥ 
¥--' 

い
に
し
て
足
跡
を
発
見
し
て
も
姿
は
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
地
区
で
の
熊
の

足
跡
目
撃
情
報
に
よ
り
監
視
を
行
っ
て
い

ま
す
。山

菜
採
り
な
ど
山
へ
入
る
と
き
の
注
意

と
し
て
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る

も
の
を
持
ち
、
も
し
熊
に
通
過
し
た
場
合

は
、
走
っ
て
逃
げ
な
い
、
落
ち
着
い
て
目

を
そ
ら
さ
ず
、
静
か
に
後
ず
さ
り
す
る
こ

と
で
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
山
に
入

る
前
に
大
き
な
音
を
出
し
、
熊
に
も
逃
げ

る
余
裕
を
与
え
、
ゆ
っ
く
り
山
に
入
る
こ

と
で
す
。

山
や
川
、
海
が
大
好
き
で
、
新
得
の
方

へ
渓
流
つ
り
、
山
菜
採
り
に
良
く
出
か
け

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
海
づ
り
に
も
出

か
け
ま
す
よ
。

4
月
か
ら
は
、
鳥
獣
保
護
員
を
道
よ
り

委
嘱
さ
れ
、
動
植
物
や
自
然
の
保
護
監
視

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松谷龍之介江幌小学校長

①日の入る方角。東の対義語。

③考えまどうときなどに出す語。

はて。

⑤むごいあっかいをすること。

児童ーーが社会問題になってい

ます。

⑦ねどこからおき出ること。

就寝の対義語。

③ニワトリの肉のこと。 一一肉。

⑮政府や一般の実情報告書。

5月18日に経済産業省が発表す

る経済一一。

⑫うえとした。あがっりさがった

りすること。

⑬天と地の問。大空、空中のこと。

⑮水、茶、みそ汁などの液体を口

から入れて胃におくること。

酒を一一。

①人や物があつまり、活気がある
ようす。

②自に見える範囲。ものを見、
た考える範囲。

③羽毛・細い布なと、で作った、ち
りをはたきはらう道具。ちりは
らい。

④作物の苗を水田や畑に本式にう
つし植えること。仮植の対義語。

⑤おさないこと。
③会社・官庁などの出張所。

ふらの農協上富良野一一。
⑮精を出す。ふるいたつ。
勉強に一一。

⑪くふうして組みたてる。くわだ
てる。趣向を考える。

⑫自分で出す費用。私費。
一ーで出版する。

⑬一ーはな。豆腐のしぼりかす。
おから。ウツギの花。また、ウ
ツギの別称。

コの力ギヨ
① ① 

、

ロ@ 

@ @ 

① 

① ① !固

ロ
。

⑫ ⑬ @ 

口 ロ

ま

タテの力ギ

口を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを5月31日までに役場企画課調整課へご持参
ください。記念品を差し上げます。

答え 氏名

自弁。

園

4月号の答えは「シンネンド」でした



とへ

「こいのぼり」や
ま
ぐ
ち

山
口
ち
ひ
ろ
ち
ゃ
ん

(
平
成
7
年
生
ま
れ
・
扇
町
1
丁
目
)

きれいな色をたくさん使っ

てうろこを書いてくれました。

大きな目もかわいいですね。

(常見先生)

西

保

育

所

/~ > ， J .A. 

一

・・・E えぷ 掴・・E・・・・・"噌.-，-可園町-.， 'tt 温・・・・・・・v

一一

こいのぼりの楽しそうな表

情がいいですね。難しかった

しっぽも上手に折れました。

(常見先生)

(
平
成
7
年
生
ま
れ
・
中
町
3
丁
目
)

「こいのぼり」嘗芸

野の

聖
華
ち
ゃ
ん

先月号の大道俊造さんとはゴルフ仲

間で、 20年前まで道路向いに住んでい

た堀内さんにお逢いしまし走。

ゴルフが大姉きで、昨年は20固くら

いコースをまわつだそうです。会社社

長とそのほかの公職ちあり、忙しい毎

日を送っていますが、健康法は「歩く

こと」だそうです。ゴルフはちちろん

ですが、毎日朝は自宅からの徒歩通勤。

ちちろん、冬ち歩いているそうです。

しかし、それだけでは運動量が足りな

いとか。お医者さんに定期的に島体を

診てちらい健康維持に努め、アルコー

ルを飲みに出る回数が減つ疋ことちあ

るが、週 2日は休肝日と自分で定め、

守っているそうです。

マりま奪三

ほり うち しんいちろう

堀内慎一郎さん
昭和 9年生まれ

大町 1丁目

v 

り
な
が
ら
こ
の
制
度
の
充
実
促
進
に

心
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
今
世
紀
幻
世
紀
初
頭
の
町
づ
く
り

は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た

4
つ
の
柱

者こよ家べた 感たごいりなで万はも過も 期 家て花
やろり族 くり 2謝多協る進問参全問あし発さとのい見桜
関で一介補、年申く力次め題りを題りま足て思皆たの前
係あ層護助利目しのご第らもま期が運しし、い様雪シ線
者りの慰制用を上方支でれなしし生用たて介まも解 lも
のま充労度促迎げ々援あ、くたてじに。 1護す春けズ北
率す実扶を進えまに賜り安円が取なあ新か保。作もン上
直。運助設をるす心りま堵滑、りいた制年険 業順 が し
な今営制け 図に。かますしに大組ょっ度が制 に調訪て
ご後に度るるあ らし。て取きんうてで経度 ごにれこ
意も努もと 多進、の
見、め図と ~-~ .~ 忙み心地
を利たりも 9k!- I~Y な、配に
賜用と、尺 F・， 'kS.~ 時農しも

か め た地 「豊かな心の人のまち」
ら皆てと 域
おさい実、 マr-l長尾津孝雄
願んき感家 守

い の た の族だ応」と超民歳化 おい祉重かの
ユごいでがけすのが高の以の 21りで施点なー
た協とき住のる超予齢 3上影世ま参策と心つ
し 力 考 るん力た高想化人の響紀す;りのしので
まとえ町ででめ齢さ社に高な半ーた充て人あ
す ご て づいはに化れ会 1齢どば い実、のる
。支おくて不は社てと人者にに と に 特 ま 「
援りり良十、会いなとはよは 思カにち人
をまをか分行にまるい、り少 つを、L- I 
心す進って政対す;こう国 65子 て注福を豊

5 

-訂正とお詫び(4月号〉
保健福祉施設整備計画基本構想
ー9頁ーの(表1)65歳以上人口比率の

到達年次 7%の1日酋ドイツ r1865年J
とあるのは、 1f1930年」の誤りです。
職員配置図-dO頁ーのG道主計課の「係

員」とあるのは、「課付職員」の誤りで
す。また、-:n頁ーのd総務課に 「草関班
長:神谷久雄JIさんが掲載漏れしてい
ましたので、言TJEしてお詫びします。

ラベンダーハイツ・デイサービスセンターへ
@高松良郎さん(緑町)から、ラ

ベンダナハ イ ツ 介 護用テーブル
2台・椅子1脚 (10万円円相当)を

@大谷利隆さん(新聞J)から、ラ
ベン ダ ー ハ イ ツ 介 護用備品購入
資金として、 5万円を

@北野哲こ さん(島津)から、ラ
ベン ダ ー ハ イ ツ 介 護用備品購入
資金として、 10万円を

@川上綴さん〈東中)から、デ
J イサービスセンタ一介護用ペッ
ド2合 (5万円相当)を

上川南 部 消 防 事 務 組 合s ヨt響へ
@富樫和良さん(日の出)から、

父・銀治郎さんの死去に際し、
消防施設整備資金として10万円
を

社会福祉協議会へ
@村上喜 美 代 さ ん 《西町)から、

夫・秀雄さんの死去に際して、
3万円 を

。三嶋保蔵さん(中間了)から、
妻 ・笑子さんの死去 に 際 lして、
10万円を

。元木俊明さん(栄町〉から、退
職に際して、 7万円を

。早田トシヱさん(江幌〉から、
夫・允ーさんの死去に際して、
5万円を

。大場ナツさん〈富町)から、
夫 F・信久さんの死去に瞭して、
5万 円を

。}J[日清五郎さん(東中)'から、

妻・ハツさんの死去巳際して、
37J円を

。熊谷文雄さん(江花)から、
父・勇さんの死去に際して、
万円を

。富樫和良さん(日の出)から、
使っ てく ださ いと 、血圧計 1個 i

おむつ多数を

上富良野町へ
@北海道コカ・コーラボトリング

株式会社富良野営業所(富良野
市)から 、日 の出 オートキャン
プ場施 設物 品と して、ダストボ
ックス 6個 (6万 円相当)を

た
く

L

さ
九
の
善
意
あ

my:が
と
う
ミ
ざ
い
ま
し
た

常:'~O)~ろか必l t，固
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4月、上富良野小学校の入学式。

真新しいランドセルをしよって、合日か5
1 :年生。会年の新入学児童は、次のとおりです0

・小学生計131人。

(上小81、西小41、江幌/J¥4、東中小5、清富小0)

・中学生計107人。

(上中104、東中中3)

編
集
後
記

戸

圃
大
型
連
休
中
、
温
か
い
日
が
続
き
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
ピ
ン
ク
色
に
染
め
た
桜
の
木
を
見
ま
し
た
。
町

内
の
桜
の
名
所
と
い
う
と
、
島
津
公
園
、
神
社
境
内
、

桜
づ
っ
み
が
あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
筒
所
、
深
山
峠

の
北
側
斜
面
に
も
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。
十
勝
岳
を

バ
ッ
ク
に
桜
の
花
を
写
す
事
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
の

よ
う
で
す
よ
。
車
を
止
め
て
散
策
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
日
の
出
公
園
で
は
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、

桜
の
木

m本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
桜
の
名
所
、
が
ま

た
ひ
と
つ
、
凶
年
後
が
楽
し
み
で
す
ね
。
(
お
)

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
天
候
が
良
い
日
が
続
き
、

行
楽
に
出
か
け
た
入
、
田
畑
の
春
耕
や
定
植
に
一
生

懸
命
だ
っ
た
人
、
様
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
休
み
と
言
う
も
の
は
あ
っ
と
言
う
聞
に

過
ぎ
去
っ
て
い
き
、
年
を
と
る
の
が
早
い
の
に
も
う

な
ず
け
ま
す
。
-
さ
て
、

4
月
1
日
の
人
事
異
動
で

課
の
異
動
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
課
内
で
担
当
替
え

を
し
、
こ
の
号
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
読
み
や
す
い
広
報
紙
*
つ
く

り
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
い
)

)は前月比

(+ 10) 

(+ 3) 

(+ 7) 

(+32) 

人のうごき

12，907 

6，552 
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中西さんは、実は、咋年 9月に完成した、西小学校の

天文台の制御ソフトを開発された方で、現在、天文台ソ

フトウェア・制御機器の開発、販売をパソコンを使って

自宅でしておられます。

1 T産業は、地域の格差とは無縁で、どこに住んでい

ても、仕事できるのだと感心しました。

宇宙は不思議の宝庫です。月のクレーターや太陽の黒

点、土星の輪、といった身近な不思議から銀河系の外に

広がる星雲星団の壮大な不思議までやさしく詳しく説

明して頂きまして、興味を深い天体の世界への案内役を

つとめていただきました。

教育委員会では、中西さんを講師に招き、西小学校の

天文台で「夜空の向こうに」と題して、春の天体観測を

実施しました。年間を通じて、開催予定であり、皆さん

も、ご参加下さい。そして、多くの人に、天体の素晴ら

しさを感じて頂ければと思います。

中西靖男さんは、名古屋で、

コンビュータソフトを開発

する会社を経営していまし

たが、平成 12年 11月か

ら、東 5線北 28号(旭野)

に住んでいます。

転居の理由は、富良野の麓

郷のペンションに宿泊した

とき、夕食後、「星の観測の

出来るところはあります

か」と御主人にお伺いした

とき、庭を指差されました。

そこには、輝く星が満ちあ

ふれており、本物の星空を

仰ぐことが出来る星空劇場

であり、この地を開拓した

先人達が希望と不安の狭間

で仰いだ、同じ星空を体感す

る事ができ、その感動がき

っかけで移住を決めたそう

です。
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今年も4月16日から社会教育総合センタ

ー前で早朝のラジオ体操が始まりました。

昨年は、教育委員会事業としてスタート

しましたが、毎朝ラジオ体操を続けてきた

有志の皆さんが、今年から「早朝さわやか

ラジオ体操愛好会」を発足して、毎朝のラ

ジオ体操を開催してくれることになりま

した。

会の皆さんは、「町民の皆さんの健康増

進といつまでも元気な体を維持するため

に続けていきます。Jと元気に体を動かし

ていました。 5月からは、ラジオ体操の

開始時間が6時になっています。皆さんご

参加ください。

昨年からさわやかラジオ体操に参加し

つづけている 宮町の山畑清子さんにお

話をうかがいました。 山畑清予さん(中央)

「昨年から、朝のラジオ体操に参加しています。今回も 4月から始まるということで

お話を聞いて、参加しました。朝早くから体を動かすことはとても健康に良く、清々し

い気持ちにもなれます。これからもラジオ体操や歩月の会の運動・講習などを積極的に

続けて健康維持・増進に頑張りたいと思っています。」

局輝のや材活盆に話~/IIJぐ

「今年から教育委員会の呼びかけがあり、週2回です

が、富原野球場を部活動の練習の場として、利用でき

ることになり、大変うれしく思っています。

昨年までは、中学校のグランドで練習していて、他

の部活動と共有しながらでしたので、実戦を見据えた

練習には物足りなさを感じていました。

今年から内野も整備されたということで、練習試合

等にどんどん利用させてもらい、我が部の「ホームグ

ランド」としていきたいと J思っています。そんな意味

も込め、 21日には部員全員で内野の石拾いをしまし

グランドの感触を確かめる た。野球場での練習を管内大会出場へとつなげていき

ょうlこ練習する上中野球部 たいと思います。」 と熱く語ってくれました。



~ 
4月 17日に、東中コミュニテイ広場

のパークゴルフ場がオープンしました。

この広場は、束中会館前にあり、町か

ら東中住民会が委託管理を受けている広

場で、 9ホールのコースが 2つ設置され、

公式のカップ・ティグランド等が設置さ

れ、早速、待ちに待ったプレイヤーが、

楽しくプレイしていました。

|展示品|

現在郷土館には皆様のご協力のもと、農機具、生活用品をはじめ戦時品等、数々の

品が出展されております。

時代も大正から昭和、平成へと移り変わりを果たし、私たちの生活も身近なところ

で様々に変化しており、今回の募集内容は「高度経済成長期の生活」と称し、昭和初

期に使用されていた家庭電化製品を募集します。

時代の流れを展示品を通じて郷土館を利用される方に感じとってもらうため、次の

品を所有している方の展示品寄贈をお願いします。

募集するもの カメラ及び付属品・真空管のラジオ・真空管のテレビ

(いずれも昭和 35年以前のもの)

募集期間:平成 13年 5月から 7月末まで

!と富良野の匠|

、J

ト司
郷土館では、常設展示の他、年に数回特別展示を

行っていますが、今年度より、伝統的な工芸品、民具、

農具等の創作活動をしている方、ここ上富良野町に

根ざして創作活動を行っている方の作品を特別展示

していきます。

¥ .¥ー ・

展示する物や、展示期間等ご相談に応じます

ので、ぜひご連絡ください。
車

お問い合わせ:教育委員会社会教育課:飯村 TEL45 -5 5 1 1 

郷土館:西谷主L45-5037

-



豊かな心を育て、充実した人生を築いていくため、「町民講座」を開催します。

教育委員会では、 2年に 1回の「文化講演会Jrスポーツ講演会Jのほか、毎年「全町

すこやか子育てセミナーJr育児講演会」など町民の皆様を対象に講演会を開催してきま

した。 今年度からは、これらの事業別、目的別に開催されてきた講演会事業を一本化し、

テーマや目的にとらわれない、全町民を対象とした講演会を定期的に開催する「町民講座」

を開設することになりました。

当講座は前期、後期合わせて4回開催します。多数の参加をお待ちしています。

~より充実し定人生と生きる勇気の定めl之~

都屈毅

f¥ 
¥)〆

とき
と之ろ

凱蹴強制思唱。調。昌嗣
6m以上ある書画のほか、数多くの書画作品、家刻等を展示します。
とき平成 13年6月 1日(金)"'11日(月)

ところ社会教育総合センター ラウンジ

入場料無 料

〆ヘ
¥--' 

4
月
M
日
か
ら
小
学
校
1
1
2
年
生
を
対

象
と
し
た
英
語
教
室
「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
」
が

開
講
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
本
町
の
英
語
指
導
助
手
、
ジ
ョ

ン
・
リ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
さ
ん
。
別
人
の
小

学
生
が
、
英
語
を
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
英

語
に
肌
で
触
れ
る
た
め
に
色
々
な
遊
び
を
し

て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ン
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
上
富
良
野
町
に
来

て
今
年
の
夏
で
2
年
が
経
ち
、

7
月
に
任
期
満

了
で
帰
国
す
る
予
定
で
す
。

2
年
間
の
問
、
中

学
校
の
英
語
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
小
学
生
や

一
般
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
や
、
各
種
講

座
で
町
の
人
々
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
期
限
り
で
お
別
れ
に
な
る
の
は
ち
ょ
っ

と
寂
し
い
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
帰
っ
て
も
上
富

良
野
で
の
経
験
を
生
か
し
て
よ
い
先
生
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

句麗〈鵬、&;~践
とき 6日5日〈火) t 8 : 3 0 ~~~起ヨrå
と之ろ社 会叡育総合むシタ&"<砲身、

縄轍時居場趨慨を弘、~.
2244245LLE:008赫神綿織獄轍

詳しい内容は、教育委員会社会教育課 (45-5511)までお問い合わせ

各講演会とも社会教育総合センター・公民館で入場整理券を配布いたします。
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